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企画展

日時：12月21日（水） 13:30～14:30
解説：当館学芸員
場所：特別展示室・企画展示室
定員：20名（当日先着順）

【観覧料】 一般／300円（240円）
　　　　 大学生・専門学校生／240円（190円）
　　　　 高校生以下無料
　　　　 ※（　）内は20名以上の団体料金／65歳以上は団体料金
　　　　 上記の料金で常設展もあわせてご覧いただけます

9：00-17：00
石川県立歴史博物館  特別展示室・企画展示室

※展示室への入館は16:30まで
※令和４年12月28日（水）～令和５年1月3日（火）は休館

12  10（土） （月・祝）
令和５年
（2023）

令和４年
（2022） 1  9

2021- 2022
コレクション

学芸員による展示解説

附・黒漆塗千段鞘合口拵

開館日時

会　　場

関　　連
イベント

前田利家書状_越後中納言宛

孔雀文様花瓶

諫鼓鶏文様打掛

申込不要／要観覧料
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石川県立歴史博物館では、石川県の歴史と文化に関わる資料を体系的に収集し
ていますが、その大部分は県内外の皆様からの寄附によるものです。令和４年に
は一覧表のとおり3334点の資料を新たに収蔵することができました。この企画
展では、ご寄附に対する感謝の意を表して、令和４年の新収蔵品と、館内の改修
工事の影響でお披露目できなかった令和３年の新収蔵品を一堂に公開します。
石川の考古学研究の礎を築いた橋本澄夫氏が調査の際に記録した資料や、加賀藩

前田家の初代・利家が上杉景勝に宛てた書状、金沢工業学校（石川県立工業高等学校
の前身）で活躍した教師の作品、金沢の和菓子店で使用された金花糖の木型など、石
川県の考古・歴史・民俗・美術に関する資料を、当館の資料と関連付けて展示します。
最後になりましたが、貴重な資料をご寄附いただきました皆様に心より感謝

を申し上げます。

水墨山水幅
孔雀文様花瓶
能登名跡志
茶もみ板
雅楽文様振袖（附：几帳に桐菊模様丸帯）
川端家資料
久世コレクション
古銃（エンフィールド銃）
きりん置物
久保田米僊筆「仲國之図」
田中一華・石川柳城筆　雑画帖
中林竹渓筆　山水画帖
広田百豊筆「大和心」
広田百豊筆「雪中喜雀」
女有職莩文庫
脇指  銘 ［表］播磨大掾藤原清光  附  黒漆塗千段鞘脇指拵
短刀  銘 ［表］清一 ［裏］明治二二年二月吉日  附  黒漆塗千段鞘合口拵
刀装具類
才紀家文書
ビラ・チラシ収集資料
天神堂
薬舗「蔵回生堂」関係資料
古川農機具工業株式会社関連資料
獅子具
山刀
西村松太郎収集資料
近代教育関係資料
金花糖木型
赤絵金彩壺
婚礼関係資料
郷土玩具
容斎歴史画譜
松に旭日図屏風
紺谷光俊ほか諸家貼交屏風
皆川淇園筆書屏風
大黒図　額
猩々図　額
諸家　色紙・短冊・扇面
観広堂廣瀬印房関係資料

（購入）
（購入）
（購入）
白尾　佳美
中井　暁美
川端　敏久
久世　　靖
湧村　　聰
清水　宣孝
〃
〃
〃
〃
〃
〃

藤江　弘子
〃
〃

才記　菊榮
〃

本部　誠一
蔵　　裕子
古川　博之
竪町親交会
竹村　善有
西村美智子
堂前　雄平
（個人）
中山　安子
清水　宣孝
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

広瀬次三郎

1
1
5
1
1
34
2519
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
31
14
224
1 式
33
8
1式
1
18
42
51
1
21
3
1
1
1
1
1
1
29
4

北國夕刊新聞付録　当選十美人
「聖教新聞当撰高点十二美人」絵葉書
恋路浜より蛸島迄之惣図・三崎高勝寺高座山大宮司等惣図
鈴木華邨旧蔵資料
橋本澄夫氏調査資料（追加分）
掛軸（春暁花冠之図）
図案（写生図）
木彫皿（組皿）
紋付（小）
日本画木版集
写真アルバム
達如版　五帖の御文
蒔絵硯箱「和歌の浦芦」
和讃卓
掛軸「関羽之図」
掛軸「寒山拾得図」
上絵壺
上絵組皿
図案帖
大日本窯業協会雑誌
江戸名所之図
友田家文書資料
友田安清肖像写真
短刀　無銘
前田慶寧書幅
西郷隆盛書幅（印刷）
四高生写真アルバム
アイヌ衣装
海図
小型船建造図面
大日本交通全図
薬種商看板
サイ衝立
金沢城絵図幅
前田利家書状　越後中納言宛

（購入）
（購入）
（購入）
（購入）
橋本　澄夫
中山　安子
〃
〃
〃
〃

山本　啓史
中井　惠子
〃
〃

中山　安子
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

貞包　利文
〃
〃

豊秋　博子
北潟　宣治
〃

番匠　博和
〃

森田　正人
〃

白川　誠治
鮫島　和子

1
6
1
84
70
1
4
20
1
31
3
1
1
1
1
1
1
6
3
1
1
2
1
1
1
1
1
2
10
11
1
1
1
1
1

■ 2021－2022年新収蔵資料一覧

２
０
２
１
年

２
０
２
２
年

（受入順、敬称略）

資 料 名 点 数 寄 贈 者

短刀  銘［表］清一［裏］明治二二年二月吉日

獅子頭

天神堂

恋路浜より蛸島迄之惣図・
三崎高勝寺高座山
大宮司等惣図（部分）
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【写真１】
山刀 銘 清光

資料
紹介

加州刀工最長の系統「清光」の
新収蔵資料について

学芸員　野 村　将 之

令和４年には、非常に多くの資料を新たに収蔵す
ることができたが、その中には特別展で注目資料と
して展示されたものも多い。企画展「れきはくコレ
クション2021-2022」では、考古・歴史・民俗・
美術の各分野の新収蔵資料を、当館がこれまでに収
蔵した資料と絡めてご紹介するが、ここではその中
から、加賀で最も長く活躍した「清光」に関連する
新収蔵資料をいくつかご紹介したい。
「清光」の刀剣については、そのご子孫より脇指
と短刀をご寄附いただいたことは記憶に新しい。春
季特別展では短刀しか公開できなかったが、今回は
もう１振の「脇指　銘［表］播磨大掾藤原清光」も、
研磨を施した上でお披露目する。この清光は江戸時
代前期（17世紀中頃）に越中で作
刀した刀工で、16世紀後半ごろに
越中に分派した「清光」の流れをく
むとみられている。播磨大掾を受領
し、兄で近江大掾を受領した行光と
ともに活躍したと伝わる。この脇指
は刃長50.8cm、反り1.2cmのやや
細身のもので、刃文はわずかに尖り
刃が混じるものの、歴代の清光が得
意とした直刃を基調としている。当
館が所蔵する接収刀剣（赤羽刀）の
中にも播磨大掾清光の作とみられる
ものが１振あるが、こちらの刃文は
ゆるやかに波打つ「のたれ」であり、
展示室で見比べていただければ幸い
である。
また、今年ご寄附いただいた資料
で興味深いものに、「清光」銘の山
刀がある【写真１】。刃長45.3cm、
反り0.7cmで、重ねが厚く片刃とす
るが、鑢による影響で刃文は不明瞭
である。茎は鑢目を切、茎尻を片削
とし、江戸時代以降の加賀の清光で
は典型的な仕立てといえるが、片削
の角度はかなり深い。銘は刀身に２
字銘で「清光」と切られるが、この
銘は「清」の字の「月」の横画２本
が通例とは逆に切られている点が特
徴として挙げられ、今後の検討課題
となろう。この山刀には拵が附属す
るが、鎺や縁、頭、鐺など金具類を

すべて欠失している。柄には「三百九十七」「四ノ
内」の墨書が、鞘の内側の鎺が接する部分には「硎
太右衛門／鞘 惣吉／金具 㐂兵衛／柄 藤右衛門」の
墨書【写真２】と、「安政□□／清光／三百九十七」
の墨書【写真３】が確認できる。「三百九十七」の
数字は山刀の茎にもみられるもので、この資料が膨
大な備品のひとつとして管理されていたことがうか
がえる。また、鞘に残る墨書からは、拵の製作に関
わった職人の名と、拵の製作年代が判明し興味深い。
この年代を山刀の製作年代にもあてはめるならば、
12代と目される清次郎清光が活躍していた時期で
あるが、茎の形状や銘振りなど異なる点も多く、工
房内の別の人物が製作した可能性も考えられる。検
討課題は多いものの、拵そのものに職人の名が記さ
れた例は珍しく、刀工やその周辺の職人の組織を研
究する上で貴重な資料となろう。
当館が所蔵する刀剣は、特別展「大加州刀展」の
開催にあたって接収刀剣（赤羽刀）の多くが研磨さ
れ、整備が進められた。今後、展示など活用が広ま
るとともに、研究が深まることに期待したい。
なお、執筆にあたり小浦宗五郎氏（公益財団法人
日本美術刀剣保存協会会員・刀剣等指導員）より助
言を得た。

【写真２】鞘の内側にある墨書（１）

【写真３】鞘の内側にある墨書（２）



学芸主幹　濱 岡　伸 也
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北前船ってよくわかんない、大嫌いだ！って、高
校生の頃から思っていたが、今もその感じが抜けな
いなあ。本を読んでいるとイメージが崩れるんだよ
ね。北前船＝北国船籍の船とか、買い積み船とか、
大坂と蝦夷地を年に１回往復する船とか、そんな条
件振り回しても何もわからんじゃないか・・・・何
も知らない高校生が抱いた疑問は、いまだに解決さ
れていないよ。もともと「江戸時代は現代よりも
ずーーっと遅れている時代」という、ふわっとした
思い込み、そんな江戸時代の劣悪な条件の中で富を
築いた北前船〔船主たち〕はすごい‥的な物語に思
えてならないのです。
でも、古文書を読んでいると、真逆のような姿が
いっぱい見えてきます。江戸時代、日本海航路には
全国各地の船が往来していました。教科書通り春に
大坂を出て日本海を北上して蝦夷地へ行き、秋の終
わりに大坂へ戻る船がいます。すべての船が冬は大
坂に置かれていると、漠然ととらえているような気
がします。地域の資料を見ると、津軽や出羽、北陸
などを春に出発して西行して大坂へ行き、秋に帰っ
てくる船や、北陸と蝦夷地を二往復する船、東北で
冬を過ごし、春は蝦夷地や江戸へ行く船も少なくな
いことがわかります。
大都会で留め置くというのは経費がかさむんです
よね。それよりも、地元で造った船なら地元で冬を
過ごせばほとんど経費が掛からない。東北にも置け
ば、逆ルートの航行も可能になり、商いの幅が広が
ります。途中の湊で情報交換とか積荷のやり取りも
可能。実際に５艘とか10艘とか持っている船主たち
はそうした運用をしています。船主と乗員の故郷が
違うというのもごくふつうのことだったのです。
経済の面でも、現代人が考える以上に江戸時代の
情報は早く伝わっています。船が単独行動している

わけではなく、同じ船主〔廻船問屋〕の店から陸を
動き回って、湊の相場調査や荷物の売買をセッティ
ングしていく商人が派遣されていることもあります。
船同士で情報の交換も行われていました。この交流
は、同じ船主・同郷に限らず、他郷・他国・異国で
も行われていたようです。ライバル・商売敵という
視点ではなく、シーマンシップ・船を生活の拠点と
して生きる者たちのお互いのために情報を分け合う
姿が随所に見られます。
航海で得た現金は、千両箱に入れ船に積んで帰る
と、海難の危険もあります。そこで為替という手法
で紙の証文に返還します。キャッシュレスです。証
文は、折りたたんで懐中にしまえば陸路で帰ること
もできるし、もし海難で消滅しても証文を発行した
控えが残るので、保険にもなりますね。廻船問屋や
船乗りたち、荷物の積み下ろしや売買にかかわった
商人たちみんなで工夫してきたやり方は、現代社会
のさまざまなしくみに直結していると感じています。
北前船のこともっと調べてみませんか？！

「北前船」って
考えれば考えるほどおもしろい　

学芸員
コラム
Column

きた まえ ぶね かい せん どん や

かわせ

え  ぞ    ち



【PL.1】《美術応用図好山生》（個人蔵）
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研究ノート

石川県における近代刺繍教育の萌芽は、明治20年（1887）に開校した金沢工業学校と明治22年（1889）
に県立となり校名変更した石川県工業学校の教育内容中にみることが出来る。
今日、着物の装飾技法として友禅染が広く知られている。特に石川の地では、「加賀友禅」と称され着物や
帯などの装飾に絶大なるシェアを誇っている。しかし、着物の装飾技法として加賀藩の時代に繁栄したのは、
友禅染ではなく刺繍であった。
本稿では、近代を迎えることで存続の危機に立たされた石川の刺繍である「加賀繍」の復興を、教育の力で

成し遂げた先人たちの足跡と先進的な教育内容を紹介する。

金沢工業学校開校当時、刺繍は「繍物」と呼ばれ、美術工芸部内に繍物科として設置された。初年度の入学
者数は女子39名、男子１名の計40名であり、裁縫科、陶画科に次いで入学者が多かった。繍物の授業は幹事
である川越政勝と師範職工である米山友二郎が担当した。川越は自身の刺繍工房に職工を雇用し、刺繍作品の
制作にあたっていたと考えられ、明治24年（1891）には学校長であった納富介次郎（号：介堂）らとともに、
石川県工業学校から分離独立させるかたちで金沢高等女子授産場を開設し、刺繍を中心とする女子教育に尽力
した。

二、繍物科の設置

和田重太郎（号：好山）は明治６年（1873）山代に生まれ、石川県工業学校で
納富に学び、明治27年（1894）に開校した富山県工芸学校で助教諭、その後赴任
した香川県工芸学校では納富に代わり校長心得をつとめた。和田は石川県工業学校
で納富が主催した図案考案舎「迎藹苑」でデザイン力を磨き、工業学校卒業後も納
富の依頼で様々な工芸品をデザインした。和田がのこした《美術応用図好山生》に
は、当時の繍物実習課題や陶磁器、漆器、木工品などのデザイン画が多数収録され
ている。【PL.１】

三、加賀繍と万国博覧会

四、《美術応用図好山生》

一、はじめに

石川県立歴史博物館　普及課長
鶴 野　俊 哉

明治26年（1893）に開催されたシカゴ・コロンブス万国博覧会には、金沢高等女子授産場が刺繍作品を出
品している。石川県出品者としてほかに縫織商会が絹刺繍団扇を、また、金沢工業学校で川越と米山から刺繍
を学び、明治24年（1891）６月に石川県工業学校繍物科本科を卒業した金沢出身の明石正が刺繍額を出品し
ている。受賞目録をみると、作品出品数は京都が最多であり、大阪がそれに続いた。明治を迎えることで加賀
藩の庇護を失い、業界存続の危機にさらされていた加賀繍の再興を試みたのが納富、川越らであり、特に川越
は、その後世界各国で開催された万国博覧会にも積極的に出品し、加賀繍の優秀さを世界に向けて紹介した。
明治33年（1900）に開催されたパリ万国博覧会には、石川県から川越と能沢文助が出品しており、西村総

左衛門や田中利七らが出品した京都に続き、大阪、神奈川と並ぶ出品者数であった。

か  が ぬい

しゅうぶつ

こうざん

げい あいえん

まさ



五、おわりに
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【PL.３】《鶴》詳細スケッチ　明治23年頃（個人蔵）

【PL.４】《縫模様花笠の鶴図案》
明治23年頃（個人蔵）

《美術応用図好山生》に描かれた刺繍（繍物）図案から
は、単なる和様式の表現ではなく、海外様式を積極的に
受容して日本の伝統様式との融合を図り、新たなデザ
インの創出を試みようとする積極的な態度がみられる。
【PL.２】、【PL.４】
明治44年（1911）発行の『石川県立工業学校創立

二十五年記念校友会雑誌第十六号』に寄せた和田の所感
には、以下の記述がみられる。

和田の考案図案からは、デザインの応用力を高める目
的で豊富な写実トレーニングを自らに課した様子が伺え
る。写実力とは、工芸制作にとって必要不可欠な要素で
あり、詳細観察を伴う写実トレーニングは工業学校の重
要な教育内容の1つであった。工芸作家は豊富な写実経
験を基に、アイディアの展開や工芸技術への適応性など
工芸制作に必要となる諸要素を検討するため、写実経験
の差が考案の質や作品の仕上がりなどに大きな影響を与
えるからである。納富がデザイン思考力の育成とともに、
写生や模写など写実系の授業を重要視していた理由がよく
わかる。和田の写生帖である《動植物写生綴好山生》には
多くのスケッチ画がのこされている。【PL.３】

納富と川越らにより日本最初期に実践された刺繍教育は、金沢高等女子授産所を経て明治期「加賀繍」繁栄
の礎を築きあげた。加賀繍の近代は、洋装文化を積極的に受容し、和装文化との融合を図ることで発展を遂げ
てきたという歴史的経緯がある。今後は、明治期以降の刺繍教育の実態についても調査をすすめたい。

「　～前略～　本校当時の着眼は外国貿易の工
芸品制作であった、納富校長は二回まで農商務省へ
向って欧米各国へ工業視察員派遣の建白書を提出せ
られ其派遣員内には本校の職員及卒業生をも含まれ
て居つたのであるが矢張本省では採用の時機を得な
かつた実に遺憾である斯の如く貿易を主眼とせられ
たものであるから自然其方に向つて研究したのであ
る、畢りに望んで一言生徒諸君に希望するのは其目
的である工芸は百般であるから中々一通りではない
が外国向を研究するには金沢にも外国人が居るから
現品について其図様、形状、用途、嗜好を研究し又
近来大商店には物品目録を盛に出すから之を蒐集し
て研究するも亦一法である而して各国には夫々嗜好
と流行があって中々六ヶ敷事であるが大体に於ては
大差がないので飜て内地の器什に致しても茶道では
各流儀の好みあり冠婚祭には一定の法式があつて之
を悉く習得すると云ふことは短日月の学校では不可
能であるが初めから其心得がないと折角製作したる
ものがどちらも附かずとなると云う始末に陥るから
各自其好む所の目的を立て研究を要するのであるが
国運の進歩に伴ふて貿易と云ふことを念頭に置いて
貰ひたいのである。」

【PL.２】《涎掛け繍物図》明治23年頃（個人蔵）
よだれ
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12／16(金)・12／23(金)・1／6(金)・1／13(金)・
1／20(金)・1／27(金)・2／3(金)

れきはくメイト会員募集
３月１日（水）より、令和５年度
「れきはくメイト」の新規・更新
受付を開始します。
「れきはくメイト」とは、石川県
立歴史博物館をより身近なもの
としてご利用いただくための組
織です。ご入会いただくと、入
館料割引や会員限定イベントへ
の参加、最新情報の送付など
様々な特典があります。

1,500円（大学生以下 750円）
※10月以降のご入会は一般750円となります。
1 会員証提示により、当館の常設展示を無料で観覧できます。
2 会員証提示により、当館の特別展を団体料金で観覧できます。
3 当館の最新情報を会員限定の情報紙でご案内します。
4 当館が主催する会員限定イベントに参加できます。
5 会員証提示により、当館発行の図録やオリジナルグッズ
を10％割引で購入できます。

来館もしくは郵便振替でのお申込みとなります。

会　　費

特 典 例

申込方法

当館HPもしくは普及課(076-262-3417)までお問い合わせください。お問合わせ

令和
５年度

展示解説や各種講座などの情報をお知らせします。
※各種催し物の詳細については、当館ホームページにて
　お知らせします。

12月

催し物
案内
物

Information

古文書講座（中期第３回）
「能登天領のくらし」講師：濱岡 伸也

15日
（木）

17日
（土）

れきはくゼミナール
「北陸にもたらされた『蝦夷錦』」
講師：大井 理恵

休館日：12/9（金）・12/28（水）～31（土）

１月
れきはくゼミナール
「加賀藩主　前田治脩」講師：濱岡 伸也

21日
（土）

28日
（土）

館長講演会
「徳川家康と関ヶ原の戦い」講師：藤井 讓治（当館館長）

休館日：1/1（日）～3（火）・1/10（火）

２月
れきはくゼミナール
「加賀藩の藩校とその教育」
講師：中村　賢一

18日
（土）

休館日：なし

３月
れきはくゼミナール
「鈴木華邨と北陸
－旧蔵資料の
　　　　収蔵を契機に－」
講師：中村 真菜美

18日
（土）

休館日：3/28（火）～
　　　　3/29（水）

れきはくゼミナール 受講無料
当日先着順
全10回

毎月１回～２回、土曜日に実施。
当館学芸員が、独自のテーマを設定
して講義します。

いしかわ歴史講座 受講無料
当日先着順
全11回

11月から１月、金曜日に実施。
当館学芸員が、常設展示の内容を
中心にお話しします。

古文書講座 受講無料
要 申 込
随時開催

当館学芸員が、古文書の読み方
や内容を解説します。

館長講演会 受講無料
要 申 込当館館長が専門とする時代の歴史に

ついて、テーマを設定して講演します。




